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南近津遺跡の調査について

南近津遺跡は佐久市大字長土呂字南近津に所在し、周防畑遺跡群の西南部に位置しています。

遺跡の周辺には、芝宮遺跡群、西近津遺跡群などがあって、南近津遺跡は佐久地方有数の遺跡密

集地帯の中にあります。特に古墳時代後期～平安時代の大規模な集落が数多く発見されています。

今回の調査でも、今から1,300年程前の古墳時代の末から平安時代にかけての家の跡が35軒み

つかりました。

今回の調査で注目されるのは、1片ではあるが古代の布目瓦が出土したことです。この瓦は、

当時一般的に使用されたものではなく、特定の建物 (た とえば、大きな寺院)に葺かれていたも

のです。佐久市近辺で該当しそうな特別な建物、文献に登場するもっとも古い寺院は、平安時代

の「妙楽寺」という大寺院です。南近津遺跡から500mほど東方の周防畑遺跡群渋衛門遺跡でも、

過去にいくつかの布目瓦が発見されています。

このようにわずか 5 cmの小さな破片であっても、周辺の遺跡の内容や古い文献資料などを考え

合わせることによって、古代の佐久の歴史を解明する貴重な手がかりとなります。
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例    欝

1.本書は、株式会社アメックが行う宅地造成工事に伴う発掘調査報告書である。試掘調査を実

施し保護協議の結果、擁壁部分と道路部分の記録保存調査を行った。

2.調査委託者 株式会社アメック

3.調査受託者 長野県佐久市教育委員会

4.遺跡名 周防畑遺跡群南近津遺跡 (NSC)

所在地 長野県佐久市大字長土呂字南近津1,163-6・ 1,163-46。 1,163-53

5。 調査期間・面積

調査期間 試掘調査 1997年 1月 16。 17日

発掘調査 1997年 4月 28日 ～7月 18日

整理調査 1997年 10月 28日 ～1998年 3月 20日

1998年 10月 5日 ～1999年 3月 12日

調査面積 1,200ぽ

開発面積 2,020ぽ

6.本書の編集・執筆は、佐々木宗昭・林幸彦が担当した。

報告書作成分担 遺物復元 阿部和人 井出徳LLI郎 金森治代 小山正吉 小山澄江

桜井牧子 佐々本久子 佐々木正 島田幹子 土屋貞子

中島照夫 中島武二郎 新津幸雄 真嶋保子 増野深志

遺物実浪1 小林よしみ 佐藤志げ子

版下作成 今井勇一 岩崎重子 梅沢淳子 木内明美 小林よしみ

桜井牧子 佐藤志げ子 島田幹子 中島智広

7.本書及び周防畑遺跡群南近津遺跡の関係資料は、佐久市教育委員会で保管している。

遺跡調査にあたり株式会社アメックには、ご理解とご協力を賜り厚くおネLを 申し上げます。



例凡

1.遺構の略号は次のとおりである。

竪穴住居址 o)、 掘建柱建物址(D、 特殊遺構①  土坑 (D)、 溝(M)、 P■(D

2.挿図の縮尺は次のとおりである。

竪穴住居址-1/80 カマドー 1/60 掘建柱建物址-1/100 特殊遺構 1/80 土坑 1/60

土器・石器-1/4 鉄器 1/3 他すべての挿図にスケールを示してある。

3.遺構の海抜標高は、水糸標高を「標高」として記した。

4.土層の色調は、1988年版『新版 標準土色帖』に基づいた。

5。 調査区グリッドは公共座標に従い、間隔は 4× 4mに設定した。

6.遺構規模の浪1定は、以下のようにした。

7.挿図中のスクリーントーンは、以下のことを示す。

痕柱

地山断面

床下埋土

焼土範囲

粘土範囲

黒色処理

灰釉範囲

須恵器断面

敲 打 面

磨 り 面
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鶴韮章 掘闊査鶉経緯

儡 凩鼈 烙儘吻瞼鶉漑 鰤燿鰤
南近津遺跡は、周防畑遺跡群のほぼ中心に位置している。佐久市の北部には、浅間山から放射

状にのびる特有の「田切り」地形が展開する。この細長い台地上には、多くの遺跡群が存在する。

「田切り」を挟んだ西方には近津遺跡群、東方には芝宮遺跡群 。長土呂遺跡群が存在する。高速

道路へのアクセス線や国道141号バイパス沿線を中心として、最近の開発が集中している地域で

ある。

本遺跡群では周防畑A遺跡、周防畑B遺跡、若宮遺跡 IoⅡ の発掘調査が行われており、弥生

時代後期～平安時代の竪穴住居址、掘建柱建物址、円形周溝墓、甕棺墓等が調査されている。

昨年、株式会社アメックの宅地造成計画に伴い試掘調査を実施し、14軒の竪穴住居址が確認さ

れた。協議の結果、開発対象地の擁壁 。道路部分の記録保存を、平成 9年度に行うことになった。

発掘調査は株式会社アメックから委託された佐久市教育委員会が実施した。

ろ
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Ｎ
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第 2図 周防畑遺跡群南近津遺跡位置図 (1:10,000)
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佐久市教育委員会

教  育  長 依田 英夫

教 育 次 長 北沢 馨

埋蔵文化財課

課     長 須江 仁胤 (管理係長兼務)

埋蔵文化財係長 荻原 一馬

埋蔵文化財課係 林 幸彦、二石 宗一、須藤 隆司、小林 具寿 羽毛田 卓也、

冨沢 一明、上原 学

調 査 担 当 者 林 幸彦、佐々木 宗昭

調  査  員

阿部 和人、井llll 徳四郎、今井 勇一、岩崎 重子、梅沢 淳子、

金森 治代、本内 明美、小林 よしみ、小山 正吉、小山 澄江、

桜井 牧子、佐々木 久子、佐々本 正、佐藤 志げ子、島田 幹子、

土屋 貞子、中島 武二郎、中島 照夫、中島 智広、新津 幸雄、

真嶋 保子、増野 深志、渡邊 久美子

饒 3鮪 検臨遺構を遺物の概要
検出遺構

竪穴住居址   35軒    古墳時代後期後半   14軒

奈 良 時 代   10軒

平 安 時 代   7軒

不     明   4軒

IFE建柱建物址  3棟

特 殊 遺 構  1基

土    坑  1基 弥生時代後期

満 状 遺 構  3条

出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器、鉄製品、石器

-2-



第Ⅱ章 遺跡の基本層序
本遺跡の基本層序は、南Jヒで相違がある。B地点 (B図一け 6グ リッド)では、 7層に分層で

きた。調査対象地の中央部から南西にむけてⅣ層堆積後に低地が形成されていたとみられ、Ⅲ層

は低地に堆積した黒色土で、流水による砂層のⅡ層が上層にみられる。 I層は耕作土、Ⅱ層・Ⅲ

層が遺構確認面である。グリッドあ・い 。う列以北、 4列以西、18列以東には、ほとんどⅡ・Ⅲ

層がみられない。Ⅳ層が遺構確認面である。(A図一き17グ リッド)

1層 暗 褐 色 L(10ヽ R33)

Ⅱ層 掲 色 L(10Y R46)

Ⅲ層 黒褐 色 11(10Y R2.2)

Ⅳ層 暗褐 色 11(10Y R3‐ 4)

V層  黄褐 色 11(10Y R38)

Ⅵ層 明黄褐色 11(10Y R68)

耕作 11

砂層、遺構確認面

粘質上、遺構確認面

明黄褐色のロープ、粒子少量

ローノ、漸移層

浅間第 ‐軽 百層

第 3図 南近津遺跡基本層序模式図

-3-



周防畑遺跡群南近津遺跡

周防畑遺跡群若宮遺跡 I(1983年度発

＼v/″

周防畑遺跡群若宮 Ⅱ (1991年度発

暉
叶

マルゼン建鉄帥

第 4図 周防畑遺跡群南近津遺跡および若宮遺跡 I・ 若宮遺跡Ⅱ調査全体図
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饒 all」早 鸞 構と進物
ヽ 離

鼈 Ⅷ輻 魏懃軋跛茫

(1)Hl号 住居l■

本住居址は、あ。い-10 11グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅡ層である。

LI裂

口 1艦細凶ぶく

8層
9層
10層
H層
12層

13層
14層
15層
16層
17層
18層
19層

第 5図 Hl号住居址実汲1図
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遺構の南壁部は、調査区域外にのびる。

平面規模は、北壁4.6m。 東壁検出長3.2m・ 西壁検出長4。 2mを測り、平面形態は隅丸長方形を

推定できる。確認面からの厳高は30～60cmを測る。

覆土は 4層に分層され自然堆積状況を示す。

カマドを中心とする主軸方位は、N-2° ―Wを示す。

ピットは 4個検出されたPl～ P4いずれも主柱穴と思われる。Pl～ P2の東西 1辺が約 2

m、 P2～ P3の南北 1辺が約1.2mを測る長方形に配されている。柱穴の規模は、径約40～ 70

cm前後を測り、深さは約40～60cm前後である。Pl・ P2の ピットからは柱痕が確認でき、Pl

の柱痕の径は28cm,P2の径は約24cmを演1る。

貼床が全面及んでいて、床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、約10～ 20cm前後を浪1り 壁

にかけて四方がやや深く掘り窪められている。

カマドは北壁のほぼ中央部に設置されていた。両袖は地山を掘り残し、黒色の粘上で覆い構築

されていた。両袖の前部にみられる小ピットは、芯材の礫を差し込んだ穴であろう。

出土遺物には、土師器長胴甕 。小形甕・不・甑、鉄鏃などがある。(第 7図)図示できた遺物

の多くは、中央部の床面または床面直上から検出された。

7図 -12の甑はPl・ P4の中rH5か らほぼ完形で出土した。13は、覆土内出土の長頸棘箆平造

三角を呈する鉄族で、長さ10.5cm、 幅約 l cmを浪1る 。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられよう。
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ヽ
く

σ
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Ｃ
一

07般 h

Hl号住居址カマド実測図
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(2)H2号 住居址

本住居址は、あ。い-8・ 9グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅡ層である。

遺構の北側部は、調査区域外にのびる。

平面規模は、南壁4.Om。 東壁検出長3.2m。 西壁検出長2.7mを測り、平面形態は隅丸方形を推

定できる。確認面からの壁高は40～60cmを測る。壁面は比較的なだらかな角度で床面に達してい

る。

覆土は 4層に分層され自然堆積状況を示す。主軸方位は、N-4° ―Wを示す。

ピットは 5個検出された。壁直下に掘られた壁溝に沿って南壁側から3個、東西の壁側から各

1個が確認された。径はいずれも20m前後をはかり、深さは16～ 20cmと 浅い掘り込みである。

標高714 1 ni

(1:80)   2m

第 8図  H2号住居址実測図
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貼床が全面及んでいて、床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、約10～ 30cm前後を浪1り 、

黄褐色土・褐色土・黒褐色土が埋められていた。

出土遺物は、土師器甕、敲石が図示できた。第 9図 1の長胴甕は住居址のほぼ中央爺1床面直

上から検出された。胴部外

面は縦方向にヘラケズリさ

れる。 9図 4の敲石には磨

り潰した物質の黒色の染み

が窺える。

本住居址は、 7世紀後半

に位置づけられよう。

第 9図  H2号住居址出土遺物実瀬1図

(3)H3号 住居址

本住居址は、い-7・ 8グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅡ層である。遺構

の南側部は、調査区域外にのびる。また、東北のコーナーおよび遺構の中央部付近は撹乱の影響

を受け破壊されている。

平面規模は、北壁3.4m。 東壁検出長1.2m。 西壁検出長2.3mを測る。平面形態は隅丸長方形

を推定できる。確認面からの壁高は20～ 70clllを 浪1り 、壁面は比較的なだらかな角度で床面に達し

ている。

-9-



覆土は3層に分層され自然堆積状況を示す。主軸方位は、N-7° 一Wを示す。

ピットは2個検出され、Pl・ P2のいずれも主柱穴と思われる。Pl・ P2と もに径約20cm、

深さ約60cm前後の柱痕が確認された。柱穴の規模はともに径約70cm前後、深さは約60cm前後を測

る。

床面は壁周辺部を除いて全体に堅く平堰であった。特にカマ ド周辺は堅緻であった。床面のほ

ぼ中央は、攪舌Lの影響で破壊 されている。床下の掘 り方は、約20cm～40cmを測 り、褐色上・暗褐

色土が埋められていた。

カマ ドは北壁の中央部に設置されていた。両袖は基部の残存状態から推し、第10。 11層 を船底

型に掘δ窪め、その基部より暗褐色の粘土を主体として構築されていた。

出土遺物には、第11図 に示 した上師器甕・小形甕、磨石などがある。

3の小形甕は内面が黒色処理されている。 ・ 4の土師器甕はカマド内、 2の丸底を呈する甕は

第10図  H3号住居址実測図
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Pl側の床面直止から出土し、3の小形甕は覆土内から検出された。

本住居址は、7世紀末葉に位置づけられよう。

√

~~需

露 露 1蠍
3

H3号住居址出土遺物実測図
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(4)H4号 住居址
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本住居址は、い-5・ 6グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅡ層 。Ⅲ層である。

遺構の南側部は、調査区域外にのびる。東北のコーナーは撹乱の影響を受け破壊されている。

平面規模は、北壁5.lm。 東壁検出長2.4m。 西壁検出長3.lmを測る。

西倶Jが著しく削平されていて、確認面からの壁高は、西壁 8 cmと 浅く、東壁は約20cmで ある。

覆土は 2層に分層され自然堆積状況を示す。主軸方位は、N-8° ―Wを示す。

ピットは14個検出され、PloP2は 主柱穴と思われ、径40～ 70cm、 深さ30～ 50cmを測る。P

3～ P14の ピットは壁直下 。壁中にあって、ほぼ壁に沿って配されている。また、Pl・ P3。

P10。 P ll・ P13か らは径 8～ 12cm、 深さ20～40cmの柱痕が確認された。

床面は堅く締まっており、床下の掘り方は、全体に約 4 cm前後に浅く掘り込まれている。しか

し、四方は約20前後と深く掘られている。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。ほとんど原形をとどめていないが、角のある安山岩

が煙道部・火床周辺に散乱しており、これらをカマド構築の芯材に用いたことが考えられる。ま

た、第12図のカマド掘り方にみられる2個の小ピットは、支脚石を埋め込んだ穴とみられる。

遺物は、須恵器不・甕・転用硯、土師器甕、磨石、碁石状石製品が図示できた。

カマド西脇より13-1の須恵器杯、15-24の甕、15-25の 長頸壷、14-9の土師器不が出土し

た。カマド東脇より14-19の 土師器高台付不、そして、カマド内からは14-17・ 18の上師器高台

付不が検出され、東北コーナーの床面からは「大井」と墨書された須恵器不 (13-4)と 14-16

の土師器高台付杯が出土した。「子」などの墨書もある。13-3の転用硯は、P10内から出土し

た。長頸壷の底部を硯に転用したもので、よく使い込まれている。黒墨が染み込んでいる。

本住居址は、 9世紀後半に位置づけられよう。

第13図 H4号住居址出土遺物実汲1図
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4号住居址出土遺物実潰1図
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第15図 H4号住居址出土遺物実瀬1図

(5)H5号 住居址

本住居址は、お-8。 9グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅢ層である。遺構

の南東コーナー付近は、調査区域外にのびる。

平面規模は、北壁4.4m。 西壁3.7m。 南壁検出長3.lm。 東壁検出長2.4mを測る。平面形態は

やや東西に長い隅丸長方形を呈する。

壁高は、約20～50cmを測り、壁面は急な角度で立ち上がる。覆土は 2層に分層され自然堆積状

況を示す。主軸方位は、N-11° 一Eを示す。

ピットは12イ固検出された。Pl～ P llは 四方の壁に沿って配されており、径は12～ 20cm前後で、

深さは20～40cmを測る。南壁部のP5～ P8は規貝J的に配されている。P12は床下から検出され

た。

床面は堅く全体に平坦である。床下の掘り方は、約10～ 40cmを汲1り 、全体的に中央部付近は浅

く掘 り込まれ、四方は深く掘り込んでいる。埋め土には、にぶい黄褐色土が使われている。

憫
園
門
○
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カマドは北壁の中央部に設置されていた。袖部には、角礫 (安山岩)。 土器片が埋め込まれて

おり、これらを袖部の芯材に用い暗褐色の粘土で覆いカマドが構築されていたことが窺える。

遺物は、土師器不 。高塔・甕、鉄器、鉄鏃が図示できた。 (第 17図 )

17-2の上師器高不はカマド内、 1の不は床下より出土した。また、 5の鍬先は西北コーナー

から、 6の異形雁股式の鉄鏃は西側の床面から出上した。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられよう。

10cn

□

第17図 H5号住居址 ll■l土遺物実淑1図
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(6)H6号 住居tjL
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本住居址は、か 。き-8グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のШ層・Ⅲ層である。

遺構の南東壁側が、調査区域外にのびる。全体に攪乱の影響が激しい。

平面規模は、北壁検出長3.5m。 西壁検出長2.5mで、平面形態等不明である。

壁高は、ヨL壁が10～ 15cm前後、西壁が10cm前後である。

主軸方位は、N-8° ―Wを示す。

ビットは 7個検出され、Plは主柱穴と思われ、径82cm、 深さ84cmを浪1る。P2は北壁のカマ

第19図 H6号住居址出土遺物実瀬1図
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ド際から、P3・ P4は西壁に沿って検出された。P5～ P7は南側の調査区域外となる境界線

上から約半分が検出された。P2～ P4の径は20cm前後、深さ20～ 30cmを浪1る 。P5～ P7の径

は30～ 50cm前後、深さは20～ 30cmを汲1る 。いずれも、上部は破壊されている。

床面は全体に堅く平坦であった。床下の掘り方は、中央部付近が 4～ 10cmと 浅く、壁面に沿っ

ては30cm前後に深くIF8り 込まれている。

カマドは北壁に設SL~さ れていた。住居址の軸方位より、やや北東に向きを変えている。煙道部

の一部が原形をとどめており、口径32cmを浪1る 。袖部の前部には礫片がみられ、これらを芯材と

して用い、暗褐色の粘上で覆い構築されていたことが窺える。

出土遺物は、土師器高台付不・甕が図示できた。(第 19図 )

19-4・ 7・ 8の甕がカマド内から出土し、 5の甕はカマド東倶Jの壁際、 2の甕底部はカマド

西側の壁際から検出された。 9の甕、 1の須恵器高台付不は、撹乱内からの出土である。

本住居址は、 8世紀前半に位置づけられよう。

(7)H7号 住居址

本住居址は、あ。い-6グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅡ層・Ⅲ層である。

遺構の北側が、調査区域外にのびる。検出された東壁のコーナー付近は攪乱により破壊されてい

る。また、H4号住居址、H12号住居址と重複しており、H4号住居址に南側を破壊され、H12

号住居址の東側を破壊している。

平面規模は、東壁検出長3.Om・ 西壁検出長1.4mが確認された。南壁は残存する形態から

その長さおよそ4.6mを推浪1できる。平面形態は、隅丸方形が考えられる。

壁残高は、東壁高が30～40cm前後、西壁高が20cm前後である。

主軸方位は、N-5° ―Eを示す。

ピットは 9個確認され、Pl・ P2・ P3は主柱穴と思われる。径はいずれも50cm前後を測り、

深さ30～ 60cmで ある。P3か らは、径20cmの柱痕が認められた。P4～ P9の径は30cm前後、深

さ20前後を浪1る。

床面は全体に堅く平坦であった。床下の掘り方は 4～ 25cmを測り、ローム粒子 。ロームブロッ

クを多量に含む暗褐色土が埋められていた。

本住居址は出土遺物が少なく時期等不明確であるが、H4号住居址とH12号住居址との重複関

係から、 8世紀前半～ 9世紀後半のものとはいえる。
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第20図 H7号住居址実汲1図
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第21図  H7号住居址出土遺4勿実瀬1図

(8)H8号 住居址

本住居址は、え-9・ 10グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅡ層・Ш層である。

遺構の大半が調査区域外にのびており、調査は住居址南側部分のみであった。

-21-



本址はF2号掘建柱建物址と重複しており、東壁、および、東南コーナーの一部がF2号掘建

柱建物址のピットにより破壊されている。また、南壁の中央部を撹舌Lによって破壊されている。

平面規模は、南壁4.8m。 東壁検出長1.5m。 西壁検出長1.Omを 浪1る。

平面形態は、残存部から推して隅丸方形もしくは隅丸長方形が考えられる。

ピットは 2個検出され、Pl・ P2は主柱穴と思われる。Plの径は40cm深 さ70cmを波1り 、P

2は径50cm深 さ65cmで ある。

壁残高は、西壁で20c4前後を浪Jる 。

貼床が認められ、床面は全体に堅く平坦であった。床下の掘り方は20～30cmを浪1り 、若干であ

るが壁にかけて四方がやや深く掘り込まれている。

遺物は少なく第23図の須恵器甕が図示できた。PloP2間 の床面直上より出上した。

本住居址の出土遺物が少なく時期等不明確である。

QA

1層  暗褐色土(10Y R3/3)
砂質、ローム粒子・
パ ミス少量

2層  黒褐色土(10Y R2/3)
ローム粒子少量

3層  褐 色 土(10Y R4/4)
ローム粒子多量

4層 黒褐色土(10Y R2/2)
パ ミス・黒色 (10Y R2/2)
土混じる (床下埋め土)

5層  褐 色 土(10Y R4/6)
ローム粒子・パ ミス
混 じる (床下埋め土 )

標高7134m
(1:80)    21■

第22図  H8号住居址実浪1図

６
Ｓ
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Q         (114)       10FnI

第23図 H8号住居址出土遺物実測図

(9)H9号 住居址

本住居址は、え-14・ 15グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅡ層・Ⅲ層である。

本址はH26号住居址と重複関係にあり、H26号住居址の西北コーナー付近を破壊している。また、

北東コーナーの床面、壁上部は撹乱により破壊されている。

平面規模は、北壁4.4m・ 南壁4.3m。 東壁3.9m。 西壁3.9mを測る。平面形態はほぼ隅丸正方

形を呈している。

確認面からの壁高は、25～ 40cm前後を測る。覆土は 2層に分層され自然堆積状況をみせている。

カマドを中心とする主軸方位は、N-4° 一Wを示す。

ピットは 4個検出された。いずれも主柱穴で、Pl～ P4が東西2.2m南北2.4mの正方形に配

されている。柱穴の規模は、径30～ 40cm、 深さは40cm前後を浪1る 。

貼床が壁周辺を除いて全面に認められ平坦であった。カマド付近は特に堅固であった。床下の

掘り方は、中央部付近が 4～ 10cmと 比較的浅く掘り込まれているのに対して、壁に沿った四方は

20cm～ 30cmと深く掘り窪められていた。

カマドはゴL壁の中央部に設置されていた。煙道部には角のある安山岩が数片みられ、これらを

カマド構築の芯材に用いたことが考えられる。また、第24図のカマド掘り方にみられる8個の小

ピットは、カマド構築の際に芯となる礫などを埋め込んだ穴とみられる。火床から検出された小

ピットは、支脚石を固定したものであろう。

出土遺物には、須恵器杯 。四耳壷、土師器不 。高台付不・甕などがある。(第 25～26図 )

25-1・ 5の須恵器不、26-22・ 25・ 26・ 27・ 29の土師器甕、26-20の土師器高台付不はカマ
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ド内から出上した。26-28の四耳壼、26-21の上師器高台付不はカマド周辺の床面直上からの出

土であった。25-13の土師器高台付不、25-6の須恵器杯は床下の埋め上の中から検出された。

:褥

HJ

Ｅ
一

ｒ
一

標高713 9nl

(1:80)    2 nl

1層  暗 掲 色 土 (10Y R3/3)
2層  黒 千島色 土 (10Y R2/3)

3層  明赤褐色土 (5YR5/8)
4層  Л音褐 色 土 (10Y R3/3)

5層  黒 掲 色 土 (10Y R2/3)

6層 黒 褐 色 土 (10Y R3/2)
7層  褐 色 土 (10Y R4/4)
8層 灰黄褐色土 (10Y R5/2)
9層  明黄褐色土 (10Y R6/6)
10層 黒 褐 色 土 (10Y R2/3)

第24図  H

ロームブロックを含む
黒色土 (10Y R2/1)ブ
ロックが混 じる
焼上。 (火床 )
ローム粒子・ハ ミス
少量
黒色土 (10Y R2/1)が
混 じる
焼土粒子混 じる
ローム粒子混 じる
灰・ローム粒子混 じる
ロームが主
ロームブロック・パ ミ
ス混 じる(床下埋め土)

9号住居址実減1図

標高713.9 nl

(1:40)   l lll
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第25図  H9号 住居llli出 土遺物実汲1図
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H9号住居址出土遺物実浪1図
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26… 19の土師器不は覆土第2層からの出土で、「有子」

物」を窺わせる絵画状に表現されたものもみえる。

25-18の刀子は覆土第 2層から出土した。

本住居址は、9世紀後半に位SL‐づけられよう。

標高7140nl

(1:80)

1層  暗褐色土 (10Y R3/4)ノ lヽ礫・ローム粒子少量
2層  黒褐色土 (10Y R2/3)パ ミス・黒褐色土 (10Y R2/2)が 混 じる
3層  黒褐色土 (10Y R3/2)ロ ーム粒子・ロームブロックが混じる
4層  黄褐色土 (10Y R5/8)褐 色土 (10Y R4/4)の小ブロック少量
5層  褐 色 土 (10Y R4/4)パ ミス・ローム粒子混 じる (床 下埋め土)

「有」の2文字が判読でき、さらに、「建

(10)H10号住居址

本住居址は、う-16グ リッドから出

された。遺構確認面は全体層序の頂層

・Ⅲ層である。

本址はH22号住居址と重複関係にあ

り、H22号住居址の西側部分を破壊し

ている。

平面規模は、北壁3。 2m。 南壁3.3m

。東壁2.7m。 西壁2.7mを浪1る。

平面形態はやや隅丸正方形を呈して

いる。

確認面からの壁高は、10～ 20cm前後

を測る。覆土は 2層に分層され自然堆

積状況をみせている。

カマドを中心とする主軸方位は、ほ

ぼ真北を指す。

ピットは4個検出された。いずれも

主柱穴で、Pl～ P4が 東西1.2m、

南北1.4mで、やや住居址の主軸とず

れながら、位置は東よりに正方形に配

されている。柱穴の規模は、径35～40

cm、 深さは30cm前後を浪Iる。

貼床が壁周辺を除いて全面に認めら

れ平坦であった。床下の掘り方は、20

～25cmほ ど掘り込まれ、褐色土が埋め

◎P2

Q

C′

第27図  H10号住居址実測図
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られていた。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。顕著な火床はみられず、覆土中にも焼土 。炭等ほと

んど見受けられない。使用頻度が薄かったのであろうか。

出土遺物は、須恵器蓋 。塔、土師器甕が図示できた。(第28図 )

28-3・ 4の須恵器不、 5。 6の上師器甕は、覆土第 1層 。2層から出土した。28-1の須恵

器蓋 。2の土師器小形甕は、南西コーナーの南壁際より、小形甕に蓋をのせた特異な状況で出土

した。(巻頭図版三・四)小形甕を床面から20cmほ ど掘り窪めて固定し、小形甕の回辺部は床面

と同一の高さになっている。床下に埋め上をし、貼床形成後に小ピットが掘られている。しかし、

この付近の掘り方は、他所とは異なり浅く平坦になっており、かかる行為を予定しての掘り方と

も受け取れる。 2の上師器小形甕の胴部中央には、長径2.5cm、 短径 l cmを測る不整な楕円形の

小子Lが焼成後に穿たれている。土器内部にはなにも認められなかった。

本住居址は、 9世紀前半に位置づけられよう。

ヽ

麗 塵 八 贔 ≫ 3

第28図  H10号住居址出土遺物実測図
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(11)H ll号住居址

本住居址は、お-10。 11グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅲ層である。本

址は耕作と思われる著しい削平を受け、西・北恨1の床面は確認されず、床面構築の際の埋め土が

露出していた。また、遺構の大半は調査区域外となり、北東のコーナー付近は攪乱の影響で破壊

されている。よって、調査箇所は北壁を中心としたわずかな部分であった。

平面規模は、北壁検出長2.4m。 東壁検出長0.5m。 西壁検出長1.lmを 浪1る 。北壁の推定長は

3.4mで ある。確認面からの壁高は、東壁で 4 cmを測る。

カマドを中心とする主軸方位は、N-3° 一Eを示す。

貼床が東側に認められ、残存する床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は20clll前後を浪1る 。

カマドは北壁の中央やや東側に設置されていたことが、検出された火床よりうかがわれる。(第

29図 )

本址の時期等考慮する遺物は出上しなかった。

ヽ
ｍ

ml

l繹
層
層

層

褐 色 土 (10Y R3/3)ロ ーム粒子少量
赤褐色土 (2 5YR4/8)焼土 (火床 )
褐 色 土 (10Y R3/3)ロ ームプロック
・パ ミス混 じる (床下埋め土)

標高7137m
(1:80)   2 nl

Ａ
一

第29図  Hll号住居址実汲1図

(12)H12号住居址

本住居址は、い-5グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅱ層・Ⅲ層である。

本址はH4号住居址・H7号住居址に遺構の東部を破壊されている。また、遺構北部は調査区

域外となり、住居址の西南角のみの調査であった。

平面規模は、南壁検出長2.4m西壁検出長2.7mを汲1る 。しかし、Pl・ P2の位置から推して

南壁は、約5.6mの長さが考えられる。平面形態はほぼ隅丸正方形か隅丸長方形であろうか。壁

高は、20～25cm前後を測る。壁溝が確認された。壁溝幅は16～ 24cmで、深さ10～ 15clllを 汲Iる 。主

軸方位は、N-4° 一Wを示す。

ピットは 4個検出され、Pl・ P2は主柱穴である。径はPloP2と も40clll前後で、深さは
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Plは 60cm、 P2は 30cmを浪1る 。Plか ら径20cm深 さ40cmの柱痕が確認された。

床面は、平坦で堅く締まっていた。床下の掘り方は、 4～ 30cmで黒褐色土が理められていた。

出土遺物は、須恵器盤、土師器杯、石器が図示できた (第31図 )

31-1の須恵器盤は、南壁面に張り付いた状態で出土し、 3・ 4の編み物石はPl脇の床面、

2の土師器不は覆土中より出土した。

本住居址は、 8世紀前半に位置づけられよう。

σ
一

絋
Ｄ
一

Ｄ
一

ｒ
一

♀  Oim 2■

1層  黒褐色土 (10Y R3ノ 2)
2層 黒褐色土(10Y R3/2)
3層  黄褐色土(10Y R5/6)
4層  黒褐色土(10Y R3/2)
5層  褐 色 土(10Y R4/4)
6層  黒褐色土 (10Y R2ノ 2)

ローム粒子・パ ミス混 じる
ローム粒子・パ ミス混 じる
ロームブロック混じる
ロームブロック少量
ローム粒子少量
ロームブロック・ローム粒子混 じる

(床下埋め上)

第30図  H12号住居址実測図

ρるP,

第31図  H12号住居址出土遺物実測図
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(13)H13号住居址

本住居址は、え。お-12グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅲ層・Ⅲ層であ

る。本遺構の東北コーナーは、攪舌Lに より破壊されている。

平面規模は、北壁検出長3.8m。 南壁4。 6m。 東壁検出長3.5m。 西壁4。 3mを波1る 。平面形態は

ほぼ隅丸正方形を最している。壁高は、 5～ 20cm前後を浪1る 。覆土は 3層に分層された。

カマドを中心とする主軸方位は、N-6° 一Wを示す。

ピットは 8個検出され、Pl～ P4は主柱穴である。Plの径は40cm、 深さ40cmを浪1り 、P2

1層
パ雪ス繰量

色 土 COY Rν 0

2層
口墨ム梶 じを

土∈OY Rν υ

][[ff[単
う萱
基 li扉讐遊 ,「

5層  褐  色  上 (10Y R4/4)

6層員春i損」と
ブ呈乙繹/"

7層
パ雪ス雰量

色 土 はOY Rγ υ

:Siili言
[ξ
菫懺え́量

IS借
:亀
場ξ壼1端冤

2層
ぽメЪリノ診董(5YR3/の

13層
口曇ム紀子歩量  (10Y R3/2)

14層

墨曇資爆果,ク
キ曇魅tL:信しる

|:⑮
:3if景旱
`:;贔

』iブ
ロック混 じる。
I層

米 蝙
ブ普9躙 忙

18層  褐  色  上 (10Y R4/6)
ローム粒子混 じる 床下埋め土 )

標高7136m
(1:80)   2m

第32図  H13号住居址実波1図

標高713 6nl

l:40   1m
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の径は30cm、 深さ20cmを測る。P3の径は70cm、 深さ60cmを測り、P4の径は60cm、 深さ60clllを

沢1る 。P3。 P4の ピットから、径40cm深 さ60cmの柱痕が確認された。P5～ P8は床下より検

出され、径40cm、 深さ20cm前後である。このピットの存在は、柱等の立て替えが行われたことを

考えさせる。

貼床が壁周辺を除いて全面に認められ堅く平坦であった。床下の掘り方は、10～ 40cmを測り、

ローム粒子が混じる褐色土が埋められていた。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。東の袖部には面取りされた安山岩が埋め込まれ、袖

の芯材とし、黒色の粘上で覆い構築されていた。

出土遺物は、土師器塔・甕、扁平片刃磨製石斧が図示できた。 (第 33図 )

33-2・ 3の上師器甕、 1の上師器不は覆土第 2層から出土し、 4の扁平片刃磨製石斧は、カ

マド脇の床面直上から出土した。

本住居址は遺物が少ないが、 8世紀前半に位置づけられようか。

51
―

第33図  H13号住居址出土遺物実汲1図

(14)H14号住居址

本住居址は、き。く-18・ 19グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅱ層である。

本遺構の東側・西側は、調査区域外にのびている。

平面規模は、北壁検出長3.9m・ 南壁検出長3.5m・ 東壁検出長0.9mが確認できた。平面形態

は東西壁が不明であり明確ではないが、東西に長い隅丸長方形が推定できる。壁高は、東西壁と

も40～50cm前後を浪1る 。覆土は 3層に分層され、自然堆積状況を示している。カマドを中心とす

る主軸方位は、N-4° 一Wを示す。

ピットは貼床面下から2個が検出された。Plの径は20cm、 深さ20cmを測る。

貼床が全面に認められ堅く平坦であった。特にカマド周辺は堅国であった。床下の掘り方は、

8～ 20cmを測り、褐色土・明褐色土が埋められていた。
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カマ ドは北壁の中央部に設置されていた。袖部は黒褐色の粘上を主体にして構築されていた。

煙道部は、先端が破壊されているものの、1幅 10cm、 長さ50clllと 細長い形状をしめす。

出土遺物は、土師器不・甕、砥石が図示できた。 (第 35図 )

35-4・ 5・ 6の上師器甕、 1。 2・ 3の上師器塔は覆土第 2層 。3層から出土した。 7の砥

石は南供1の床面から出上 した。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられようか。

EIIC′

D

Ｃ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

Ｄ
一

標高714 2nl

(1:80)   211n

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１０
Ｈ
ｌ２

‐３
‐４

‐５

褐  色  土 (10Y R4/6)
黒 褐 色 上 (10Y R2/3)
褐  色  土 (10Y R4/4)
黒 褐 色 土 (10Y R3/2)
黒 褐 色 土 (5 YR2/2)
にぶい赤掲色土 (5YR5/4)
黒 掲 色 土 (5YR3/1)
掲  色  土 (7 5YR4/4)
橙  色  上 (5YR6/6)
掲  色  土 (7 5YR4/3)
黒 褐 色 土 (7 5YR3/2)
黒 褐 色 上 (5YR3/1)
掲  色  土 (10Y R4/4)
掲  色  土 (7 5YR4/4)
明 褐 色 土 (7 5YR5/6)

パ ミス・ロームブロック多量
ローム粒子・パ ミス混 じる
パ ミス・ローム粒子混 じる
黒色土ブロック混 じる
焼土粒子混 じる
白色粘上が主、焼土ブロック混じる
黒色粘上多量
柔らかい。周溝の覆土
焼上 (火床 )
黒色上ブロック少量
焼土少量
黒色粘土
ローム粒子多量
褐色土・橙色土ブロックが混 じる。堅い (貼床 )
極暗褐色土ブロック少量

第34図  H14号住居力L実減1区 |

標高714 2nl

l:40    1 nl
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一

則

ｒ
一
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10cm

第35図  H14号住居址出土遺物実測図

(15)H15号住居址

本住居址は、く-19グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅲ層である。本址は

H14号住居址およびMl号溝状遺構と重複関係にあり、遺構の 9割以上が破壊を受けている。調

査がおよんだのは、ほんの一部であった。

平面規模は、南壁検出長1.7mが半J明 しただけで、他は不明である。

層

　

　

層

壁高は、南壁で20cmを測る。

床下は、ローム粒子が多量に混じ

る褐色上が埋められていた。床面は

堅く平坦であり、黒ずんだ床である。

本遺構は、住居址としたが調査範

囲の限定からその正否、所産時期等

不明瞭である。

黒褐色土 (10Y R3/2)
黒色土 (10Y R2/1)
ブロック混 じる

褐 色 土 (10Y R4/6)
ローム粒子多量

標高7144m
(1:80)    2m

ｒ

・
調
査
区
外

第36図  H15号住居力L実浪1図
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(16)H16号住居址

本住居址は、け-20グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ш層である。本遺構

の北側 。西倶1は、Ml号溝状遺構に破壊され、東倶1は調査区域外にのびている。

平面規模は、南壁検出長1.6mが確認できただけである。北西角の状況から西壁の3.2mは推浪1

できる。平面形態も北西コーナーから隅丸正方形が推定できる。壁高は、20cm前後を測る。

ピットは 3個確認された。Plの一部はMl号溝状遺構に破壊されている。径は40cm深 さは20

cmである。P2・ P3は貼り床下から検出された。P2は径20cm深 さ30cm、 P3径 30cm深 さ35cm

を減Jる 。

床面は堅く平坦であった。壁の直下には壁溝が検出された。幅20cm深 さ30cmを汲1る。

所産時期等不明である。

褐  色  土(10Y R2/3)パ ミス少量・黒色土 (10Y R3/1)が 混 じる
褐  色  土(10Y R4/6)ロ ーム粒子多量
にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)ノ くミス・ローム粒子が混 じる

0     (1:80)    2m

第37図  H16号住居址実測図・出土遺物実測図

(17)H17号住居址

本住居址は、う。え-3グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅱ層・ 3層であ

る。本遺構は著しい削平や攪乱の影響を受け西倶Iの床面は完全に破壊されていた。

平面規模は、北壁検出長2.6m・ 南壁検出長1.7m。 東壁検出長1.4mが確認できた。平面形態

は南北に長い隅丸長方形が推定できる。壁高は、南北壁とも5 cm前後を測る。カマドを中心とす

る主軸方位は、N-2° 一Eを示す。

ピットは11個検出され、Pl～ P4は主柱穴である。形状はいずれも楕円形を呈し、径は40～

60cm、 深さは40～60cmを測る。P5は南壁のほぼ中央から検出され、方形に20cmほ ど掘り窪めら

層
層
層

形〃″コ‐　　‐Ｏｃｍ
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第38図  H17号住居址実測図

れ、さらに、その底面北隅には、径40cm深 さ15clllの ピットがみられた。入り日の施設に関わるも

のであろうか。貼床面下からP8～ P llが検出された。 P8。 P9は深さ50clllを 浪1る 。P6・ P

7と ともに方形に位置 し、1日い柱穴と考えられる。

床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、10～ 30clllを 減1る 。中央部が浅く掘られ、壁にかけ

ての四方は、やや深く掘られている。

カマ ドは北壁の中央部に設置されていた。火床 。両袖部の基部がわずかに確認された。火床の

脇には小礫片がみられ、カマ ドの構築材とも考えられる。

-36-



出土遺物は、須恵器不、土師器不・甕が図示できた。 (第 39図 )

39-9の上師器甕がカマドの東脇から、 1・ 2・ 3の須恵器不、 6の上師器甕は床面から出土

した。また、 5・ 8の上師器甕、 4の須恵器不は床面下の掘り方から出土した。

本住居址は、 8世紀前半に位置づけられようか。

酪 l

0     1:4    10clll

第39図  H17号住居坦LttiL遺 4勿実汲1図

(18)H18号住居址

本住居址は、い 。う-3・ 4グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅱ層・Ⅲ層

である。本遺構の西壁は1覺舌Lの影響で破壊され、東壁・南壁側は調査区域外にのびている。

平面規模は、北壁検出長4.2m。 南壁検出長1.9m。 東壁検出長2.2m。 西壁検出長3.5mが確認

できた。平面形態は、南壁が張り出す隅丸方形が推定できる。壁高は、 5～ 20cmを汲1る 。覆土は

2層に分層され自然堆積状況を示している。北東コーナーからカマドに使用されたとみられる暗

褐色の粘土が検出された。カマドを中心とする主軸方位は、N-7° 一Wを示す。
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7層

8層

第40図  H18号住居址実測図

のピットは 5個検出された。Pl～ P3は主柱穴と思われる。Pl・ P2の径は20cm前後で、深

さは 8 cmを 測る。P3は径30cm、 深さ12cmを測る。P4・ P5は、貼り床下から検出された。

貼床がほぼ全面に認められ、床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、 4～ 20cmを浪1る。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。両袖部にみられる小ピットは、芯材の礫が埋め込ま

れたものであろう。

遺物は、須恵器蓋・杯、土師器不・甕、羽口、鉄製品、鉄滓が図示できた。 (第41・ 42図 )

41-7の須恵器不が南側床面の中央付近から、 8の須恵器不は南西コーナーから、42-28の上

師器甕は西側床面から出土した。カマド内から41-9。 12、 42-25の須恵器不が検出された。41

-22土師器郎、42-26須恵器杯は床下掘り方からの出上で、42-33の羽日、34の鉄滓は、P3脇
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の攪乱からの出土である。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられようか。

第41図  H18号住居址出土遺物実浪1図
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第42図  H18号住居址出土遺物実汲1図

(19)H19号住居址

本住居址は、い-3・ 4グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第皿層である。

本址はH17号住居址とH18号住居址と重複し、中央から南側が破壊されている。

平面規模は、北壁5.2m。 東壁検出長1.8m。 西壁検出長1.9mが確認できた。

平面形態は、P3・ P4の位置から推して、南北に長い隅丸長方形が推定できる。壁高は、 4

～30cmを沢Iる 。西側床面は削平されていた。覆土は 1層が認められる。

カマドを中心とする主軸方位は、N-11° ―Wを示す。

ピットは 4個検出された。Pl～ P4は主柱穴と思われる。Pl・ P2・ P3・ P4の径は、

40cm前後で、深さはPl・ P2が 30cmで 、P3・ P4は確認面から15clllほどである。

床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、10～ 20cmを瀬1り 、明黄褐色土が埋められていた。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。袖部・火床が北壁線上より外にでる形態をとる。両

ノ

ゝ

、

-40-



袖部は外に張り出し気味である。付近には、焼土・暗褐色の粘土ブロックがみられた。

遺物は、土師器杯 。甕が図示できた。(第44図 )

44-2の上師器甕は、Plの東脇の床面から出上した。 1の土師器不、 3の上師器甕は覆土中

から、検出された。 4の土師器甕は、床下の埋め土から出上した。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられよう。

く

=ン

P3 1層  黒 褐 色 土 (10Y R2/3)
粘土ブロック少量

2層 暗 褐 色 土 (7 5YR3/4)
粘土ブロック多量

3層  にぶい黄掲色土 (10Y R4/6)
焼土・粘土多量

4層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
焼土・粘土ブロック多量

5層  暗 掲 色 上 (10Y R3/4)
明黄褐色上のブロック多量

6層  黒 IED 色 土 (10Y R2/3)
7層  明 黄 掲 色 上 (10Y R7/6)

標高712 9nl

(1:8())   2 1nn

第43図  H19号住居址実汲1図
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第44図  H19号住居址出土遺物実測図

(20)H20号住居址

標高712.8m

(1:80)    2m
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層

褐 色 土 (10Y R4/4)
暗褐色土 (10Y R3/4)
褐 色 土 (10Y R4/6)
暗褐色土 (10Y R3/4)
暗褐色上 (10Y R3/4)
暗褐色土 (10Y R3/4)
黒褐色土 (10Y R3/2)
暗褐色土 (10Y R3/4)

(柱穴埋め土 )
堅い。 (貼床 )

堅い。 (床下埋め上)

第45図  H20号住居址実測図

-42-



本住居址は、お 。か-1・ 2グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅱ層・Ⅲ層

である。本址の中央北側は攪舌Lの影響で破壊され、東壁の上部はM2号溝状遺構により破壊され

ている。

平面規模は、南壁6.Om。 東壁検出長3.8m。 西壁検出長3.lmが確認できた。壁高は、 4～ 20

cmを測る。西側の壁は著しく破壊されている。

主軸方位は、N-10° 一Wを示す。ピットは 2個検出された。Pl・ 2は主柱穴である。Pl

の径は40cm、 深さは30cmを測る。P2の径は40cm、 深さは30cmを測る。Pl・ P2か ら長径40cm

短径20cm前後の柱痕が確認された。

貼床がみられ、床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、10～ 40cmで四方は深く掘り窪めて

いる。

土師器不 。長胴甕、土製円盤、石錘が図示できた。 (第46図 )

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

０

い
◎
∩

∪

蜀 4

第46図  H20号住居址出土遺物実浪1図

遺物は、須恵器不、

９

　

　

０
ｃ
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46-5の土師器長胴甕は、床面中央やや東よりから出土し、 4の須恵器不はPl・ P2間の床

面、 3の円盤は東壁際の床面から出土した。 1の須恵器蓋、 2の土師器不は覆土中から、検出さ

れた。 6。 7・ 8・ 10の石錘は、東壁際の床面直上から出上した。

本址は、重複 。攪乱があり遺物も混入しているが、おおむね 7世紀後半に位置づけられよう。

(21)H21号住居址

F     F′

蒻

01

1層  暗 褐 色 土 (10Y R3/4)
2層  暗 掲 色 土 (10Y R3/3)
3層 暗 赤 褐 色 土 (5YR3/6)
4層  黒 掲 色 土 (10Y R2/3)
5層  にぶい黄褐色土 (10Y R5/3)
6層  にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)
7層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
8層  黒 褐 色 上 (5Y R3/1)
9層  黒 褐 色 土 (5YR2/1)
10層  にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)
ll層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)

パミス混 じる
パ ミス・ロームブロック混じる

焼土
ローム粒子少量

ローム粒子・パ ミス少量

灰・炭が微量に混じる
rln黄 掲色上のブロック多量

ローム粒子・黒色粘土が少量

第47図  H21号住居址実汲1図

標高7141m
(1:80)   211n
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一
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本住居址は、え。お-16。 17グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅲ層である。

本址はH22号住居llLの南壁とH26号住居址の東壁の一部を破壊している。

平面規模は、北壁検出長3.4m。 南壁3.8m・ 東壁検出長2.3m。 西壁4.4mが確認できた。平面

形態は、南北にやや長い隅丸長方形といえよう。壁高は、20～ 40cmを浪1る。覆土は 2層に分層さ

れ自然堆積状況を示す。

カマドを中心とする主軸方位は、Nを示す。

ピットは 7個検出され、Pl～ P4は主柱穴と思われる。径20cmの柱痕が確認できた。P6・

P7は南壁の壁中にあり、径は40cm前後で深さはP6が 70cm、 P7が 60cmを汲1る 。P5は径60cm

深さ30cmを測る。床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、 4～ 40cmを浪1り 、にぶい黄褐色土

が埋められていた。

カマドはゴL壁の中央部に設置されていた。撹乱により西袖部 。火床の半分が破壊されている。

残存する東側袖部は地山を掘り残し、黒褐色の粘上で堅く覆って構築されていた。煙道は壁外に

長くのびている。幅20cm、 長さ10cm、 深さ10clllであった。

遺物は、須恵器高台付不・不、土師器高台付不が図示できた。 (第 48図 )いずれも覆± 1・ 2

層中からの出土である。

本住居址は、 9世紀後半に位置づけられようか

抒 1
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魃 瞼 漑

颯
顔
8

第48図  H21号住居址出土遺物実汲1図
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(22)H22号住居址

本住居址は、う-16・ 17グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅲ層である。

本址はH10号住居址とH21号住居址に西南部を破壊され、東北部は調査区域外である。

平面規模は、北壁検出長0。 4m。 西壁検出長0.8mが確認できた。平面形態は、不明。壁高は、

20cmを浪1る 。覆土は 3層に分層され自然堆積状況を示す。主軸方位は、残存する西壁・北壁から

真北を示すとみられる。

ピットは 1個検出され、位置から主柱穴を構成すると思われる。径20cm深 さ60cmを浪Iる 。

床面は堅く平坦であった。特にカマド周辺部は堅緻であった。

カマドは残存する両袖部・火床から、北壁の中央部に設置されていたことが窺える。西袖部は

褐色の粘上で堅く構築されていた。

遺物は、土師器甕が図示できた。 (第50図 )

カマド上部の/Fk± 2層内から出土した。

本住居址は、 8世紀後半に位置づけられよう

Ｂ
一

Ｂ
一

|ミ

1層 褐  色  土(10Y R4/4)

3橿 壇
褐色
色
圭器¥登務|

4層 黒 褐 色 土 (10Y R3/1)
5層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
6層  黒 褐 色 土 (10Y R3/2)
7層  明 赤 褐 色 土 (5YR5/8)
8層 褐  色  上 (10Y R4/6)
9層  にぶい黄褐色土 (10Y R5/4)
10層  にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)

ノくミス・月ヽ礫混 じる
パ ミス・黒色粘土ブロック混じる
ローム粒子少量
黒色粘土ブロック多量
ローム粒子少量

焼上
粘土
ローム粒子多量
ローム粒子多量

第49図  H22号住居址実測図
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第50図 H22号住居址出土遺物実浪1図

(23)H23号住居址

本住居址は、か 。き-2・ 3グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序の第Ⅱ層 。Ⅲ層

である。北西側は調査区域外、北側付近はM2号溝状遺構により破壊されている。東壁の一部は

ピット状の攪舌Lに より破壊を受けている。

平面規模は、北壁4.3m。 南壁検出長1.6m。 東壁4.2m。 西壁検出長1.Omが確認できた。平面

形態は、隅丸方形といえよう。壁高は、 8～ 20cmを測る。覆土は 1層の黒色土がみられた。

主軸方位は、N-14° 一Wを示す。

ピットは 4個検出され、P2・ P3は調査区域の境界から確認された。Pl～ P3は主柱穴と

思われる。Plは径70cm、 深さ60clnを測る。P2はM2号溝状遺構に上部を破壊され、底部のみ

が、満の西側壁面から検出された。径は40cm、 深さ30cmを測る。P3は径50cm深 さは60cmを測る。

P3か らは径20cm深さ60cmの柱痕が確認できた。P4は南東コーナー付近の床面から検出され、

径50cmで深さ40cmを測る。

床面は貼床され堅く平坦であった。床下の掘り方は、 4～ 20cmを浪1り 、黄橙色土・黒褐色上の

小ブロックが混じる暗褐色土が埋められていた。

遺物は、須恵器塔 。円面硯、土師器不 。高不、砥石が図示できた。(第 52図 )

52-4の高杯は、P3脇の床面から出土した。 3の上師器郎は床下の埋め土中、 1の須恵器不

。2の円面硯、 5の砥石は、床面直上から出上した。

本住居址は、 8世紀前半に位置づけられようか。
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標高7132m
(1:80)   l nl

1層  黒 褐 色 土 (10Y R3/2)
黒色土 (10Y R2/1)が 多量に混 じる

2層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
柔らかい。 (柱痕 )

3層  暗 掲 色 土 (10Y R3/4)
黄褐色土・黒褐色上の小ブロック多量

4層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
黄橙色上の小ブロック多量

5層  暗 褐 色 土 (10Y R3/4)
黒褐色上の小ブロック少量

6層  暗 褐 色 土 (10Y R3/4)

第51図  H23号住居址実浪1図
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第52図 H23号住居址出土遺物実汲1図
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(24)H24号 住居址

本住居址は、く-6グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅱ層・Ⅲ層である。

西壁の上部をH27号住居址に、西壁中央および床面を耕作により破壊されている。H29号住居

址には東壁の南半を、M3号溝状遺構には北東コーナーを破壊されている。

標高7133m
(1:80)   211n

講婆褐督璧毬小ブロック多量。鰊下埋めD

第53図  H24号住居址実減1図
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平面規模は、北壁推浪15。 4m東壁0。 8m。 西壁検出長3.8mが確認できた。平面形態は、隅丸方

形ないしは、隅丸長方形といえよう。壁高は北壁で50cm、 東壁で40cmを波1る。覆土は 2層に分層

された。カマドを中心とする主軸方位は、N-2° ―Wを指す。

ピットは 7個検出された。Pl～ P4は主柱穴で、いずれも径60cm前後、深さはPl～ P3が

50cm、 P4が 20cmで ある。P2か ら径20cmの柱痕が確認できた。P6は、床下から検出された。

床面は貼床され堅く平坦であった。床下の掘り方は、 4～ 20cmを測り、明黄褐色土の小ブロッ

クが多量に混じる黒褐色土が埋められていた。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。残存する袖部は地山を掘り残し、灰褐色の粘上で堅

く覆って構築されていた。

遺物は、須恵器蓋・甕、土師器甕、砥石が図示できた。 (第 54図 )

54-3の須恵器蓋、 1。 2の土師器甕は、カマド内から出土し、他は覆土から出上している。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられよう。

)_l ζ
第54図  H24号住居址出土遺物実濃1図
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(25)H25号住居址

本住居址は、く。け-4グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅱ層 。Ⅲ層で

ある。南側が調査区域外にのびており、全体は明らかでない。

平面規模は、北壁4.6m。 東壁検出長4。 lm。 西壁検出長3.5mが確認できた。

平面形態は、隅丸方形とみられる。壁高は40～60cmを汲1る。覆土はほぼ 2層に分層された。

カマドを中心とする主軸方位は、N-13° 一Wを指す。

ピットは 4個検出されPl～ P4は主柱穴である。Plは径60cm深 さ70cmを浪1り 、径20cm深 さ

1層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
砂質上、褐色上の小ブロック多量
2層  にぶい黄褐色土 (10Y R6/4)
カマ ド構築上が崩れたもの
3層 黒 掲 色 土 (10Y R2/3)

基遜戯里淑i歩吉↓ツ
土・

4層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
砂質土
5層 にぶい黄橙色土 (10Y R6/4)
砂・小礫
6層  にぶ い褐 色 土 (7.5Y R5/4)
焼土
7層  暗 褐 色 土(7 5YR3/3)
参吉ιり易≦
巧YR″0糧

8層
魏色重の勢ロウンで

νめ
9層 暗 褐 色 土(10Y R3/3)

く 1駆細凶贅ま

10層 暗 赤 褐 色 土 (10Y R3/3)
柔らかい。 (柱痕 )

11層 褐  色  
「
_(loY R4/4)

柔らかい

|:蜃
黄
信
色握
ご
告ッ
と|ヽ :影1埋

め土)

明黄褐色上のブロック多量
14層 暗 赤 褐 色 土 (5YR3/4)
焼土 (火床 )

曜
口 。委具 集綴 L,YRツ

0

16層 明 黄 褐 色 土 (7 5YR5/6)
粘上。 (カ マ ド構築土)
r曇

路が
土勇4ヽ夢轡賜 当 堅L

ず 探:握縁if小
歩讐盗 当 堅嘔

標高7133m
(1:80)    2m

第55図  H25号住居址実測図
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60cmの柱痕が確認できた。P2は床面精査では、明確にできず貼床精査時に検出した。径70cm深

さ50cmを浪1る。P3は径40cl■深さ50cmを測り、径20cm深 さ40cmの柱痕が確認できた。P4は径60

cm深 さ67cmを浪1り 、径30cm深 さ径30cmの柱痕が確認できた。貼床下からPlと P2を結んだ溝状

の掘り込みが確認された。

床面は貼床され堅く平坦であった。床下の掘り方は、 4～ 20cmを測り、明黄褐色上の小ブロッ

クが混じる黒褐色上が埋められていた。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。袖部には補強用の上器片がみられた。床面中央付近

から出土した 2個の軽石は、袖部先端に使用された芯材かと思われる。袖部の構築土は、明黄褐

色の粘上であった。火床から煙道部にかけて激しい焼け込みが観察され、かなりの使用頻度が窺

える。

遺物は、土師器琢・鉢・甕、紡錘車が図示できた。

57-1の土師器鉢 。3の上師器甕はカマド脇から、

紡錘車は西側床面から出土した。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられよう。

第56図  H25号住居址カマド実測図

(第57図 )

4・ 5の土師器甕はカマド西袖から、 6の

標高7133m
(1:`10)    lm

ヽ
く

ヽ
く

ハ

0

-52-



i

―◎ト
こ ゴ エ ⊃ ゝ 6

1:3    7.5cm

第57図  H25号住居址出土遺物実減1図

(26)H26号住居址

本住居址は、え。お-15。 16グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅲ層であ

る。本址は他遺構と重複関係があり、H9号住居址に西北の壁面、H21号住居址に東北コーナー

付近の壁面を破壊されている。

平面規模は、北壁5。 7m。 南壁6。 lm。 東壁5。 3m。 西壁5.5mを渡1る。

平面形態は、隅丸方形で南壁のやや西より付近が外側へ張り出している。確認面からの壁高は、

60～ 70cmで床面から垂直気味に急な角度で立ち上がる。

覆土は 4層に分層され、自然堆積状況をみせている。 3層は床面直上全体に 2～ 4 clllの 厚さで

堆積するもので、有機質が腐蝕したのであろうか黒色を呈し粘質がある。

カマドを中心とする主軸方位は、N-15° 一Wを指す。

ピットは16個検出された。Pl～ P4は径60～ 70cm、 深さ40～60cmを浪1る主柱穴である。また、
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第58図  H26号住居址実測図
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Pl～ P4か らは、径20cm深 さ40～ 60cl■の柱痕が確認できた。

P5は南壁やや西よりの張り出し部直下にあり、両脇にP6・ P7が並ぶ。これらはいずれも

入り口施設に関わるものとみられる。P5は径80cm深 さ18cm、 P6・ P7は径40cm深 さ40～ 50cln

を測る。P14～ P16は、P5～ P7と よく似た配置で南壁中央直下の貼り床下から検出された。

I′

1層  褐  色  土 (10Y R4/4)
ローム粒子・黒色土 (10Y R2/1)が 混じる

2層 黒 褐 色 土 (10Y R2/3)
パミス・ローム粒子が混じる

3層 黒 褐 色 土 (10Y R3/2)
黒色上 (10Y R2/1)が 混じる

4層  黒  色  土 (10Y R2/1)
ローム粒子少量

5層 掲  色  上 (7.5Y R4/3)
粘上ブロック・灰が混じる

6層 黒 褐 色 土 (7 5YR3/1)
粘土ブロック・ロームブロックが混 じる

7層 橙  色  土 (7.5Y R6/6)
黄色粘上中に焼土粒子多量

8層  にぶ い橙 色 土 (7.5Y R6/4)
黄色粘上中に焼上ブロック多量

9層 暗 褐 色 上 (7.5Y R3/3)
炭少量

10層  にぶ い褐 色 土 (7.5Y R5/3)
炭・焼土粒子が混じる

11層  黒 褐 色 土 (10Y R3/2)
パミス・黒色土 (10Y R2/1)が 混 じる

12層 黒 褐 色 上 (10Y R2/2)
パミス・ローム粒子が混 じる

13層  掲  色  上 (10Y R4/4)
黄褐色土 (10Y R4/4)の 小ブロック多量

14層  黒 褐 色 土 (10Y R2/3)
ローム粒子少量,柔 らかい (柱痕)

15層  褐  色  土 (10Y R4/4)
ロームブロック多量。柔らかい (柱痕 )

16層  にぶい黄橙色土 (10Y R6/4)
ローム粒子 (10Y R6/4)多 量

17層  にぶい黄橙色土 (10Y R5/4)
ロームブロック・粒子多量

18層  褐  色  土 (10Y R4/6)
黄色ローム粒子多量、黒色土少量が混じる

19層  赤 褐 色 土 (5YR4/8)
焼土

20層  にぶい赤褐色土 (5YR5/3)
白色粘土ブロック・炭少量が混 じる

21層  黒 褐 色 土 (10Y R3/1)
焼土ブロック・炭が混じる

22層  にぶい赤褐色土 (5Y R5/3)
白色粘上、一部火熱を受け赤変

23層  褐  色  土 (10Y R4/4)
24層  にぶい黄褐色土 (10Y R5/4)

白色粘上多量に混じる (貫占床)

25層 褐  色  土 (10Y R4/6)
灰・炭が混じる

26層  黄 褐 色 土 (10Y R5/6)
ローム粒子多量、黒色上 (10Y R2/1)

が混 じる

標高714.2m
(1:80)   2nl

第59図  H26号住居址実浪1図
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旧い入り口施設が存在したと考えられる。

P8～ P13は、壁溝の内側脇より検出された。径20～ 30cm深 さ20～ 30cmを浪1る。

幅10～ 20cm、 深さ5～ 20cmの壁溝が壁直下を巡らされている。

床面は貼床され堅く平坦であった。床下の掘り方は、 4～ 18cmを測り、南壁の入り口施設とみ

られる箇所は特に深く掘られ40cmあ る。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。火床は顕著であったが、両袖部の残りは悪い。

遺物は、土師器不・高不・甕が図示できた。(第61図 )

61-10の土師器高不 。18の土師器甕は北東壁際から、17の上師器甕18の上師器不はカマド内、

5の土師器高不はカマドの西脇から出土した。 1・ 2・ 4・ 6～ 8・ 15。 16の土師器杯は覆土中

から、 3・ 5の土師器不は貼床下から出上した。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられよう。

ミ
く

0′
P P′

標高714 2nl

(1:40) l lll

第60図  H26号住居址カマド実液1図
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第61図  H26号住居址出土遺物実汲1図
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(27)H27号住居址

本住居址は、く。け-5・ 6グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅱ層 。Ⅲ

層である。本址は他遺構と重複関係があり、H24号 。H29号住居址を破壊している。また、カマ

ドの両袖部は耕作の攪乱を受け、南半は調査区域外である。

平面規模は、北壁4.2m。 東壁検出長1.6m。 西壁検出長1.9mを浪1る 。平面形態は、隅丸方形

かと思われる。確認面からの壁高は、20～ 30cmを浪1る 。覆土は 2層に分層され、自然堆積状況を

みせている。カマドを中心とする主軸方位は、N-4° ―Wを指す。

ピットは 3個検出された。Plは径20cm深 さ20cm、 P2は径60cm深 さ20cm、 P3は径60cm深 さ

40clnを 測る。いずれのピットからも柱痕が確認されている。Plの柱痕径は12cm、 P2は径20cm、

P3は径12cmを測る。Pl～ P3の柱痕の深さは、20cm前後を波1る 。床面は貼床され堅く平坦で

あった。床下の掘り方は10～ 20cmを浪Jり 、黒色土ブロックが多量に混じる黒褐色土が埋められて

いた。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。煙道部の入り口両側に、面取り軽石 (東側)、 安山
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３
４
５
６
７
８
９
１０
Ｈ
ｌ２

ローム粒子少量
黒色土 (10Y R2/1)が 混 じる
粘土ブロック少量含む
黒色粘土ブロック・焼土粒子
焼土粒子・焼土ブロック
柔らかい。 (柱痕 )
ピット埋め土
ピット埋め土
焼土粒子多量
焼土 (火床 )
黄橙色上の小ブロック多量、堅い。 (貝占床 )
黒色土ブロック多量 (床下埋め上)

標高7140m
(1:80)   2111

第62図  H27号住居亀L実波1図
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岩 (西側)が芯材とされ、粘土で覆われていた。この間には長さ30cm厚 さ20cmの集塊岩がみられ

たが、おそらくカマドの天丼部に架けられた芯材と思われる。火床東側には小ピットがあり、袖

部先端の袖石の存在が考えられる。

遺物は、須恵器不・甕、土師器甕・羽釜、鉄鏃が図示できた。 (第 63図 )

63-2・ 4の須恵器不、10・ 11の須恵器甕、12の上師器甕は、床面からの出土である。 1・ 3

・ 5・ 6・ 8。 9の須恵器不、13の鉄鏃の茎部分は覆土中からの検出である。 7の羽釜は混入で

あろう。本住居址は、 9世紀前半に位置づけられよう。

 ゝ 自 ≒

＼       ヽ

  y

鰤 3

＼

d当

第63図  H27号住居址出土遺物実波1図

(28)H28号住居址

本住居址は、き。く-7・ 8グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅱ層 。Ⅲ

層である。本址は南西壁の上部をM3号溝状遺構に破壊されている。南半は調査区域外である。

平面規模は、南壁4.Om。 東壁検出長2.5m・ 西壁検出長1.9mを浪1る 。確認面からの壁高は、

-59-



東壁で50cmを測る。

主軸方位は、N-5° 一Eを指す。

ピットは 5個検出された。Pl・ P2は主柱穴であろう。Plの径60cl■深さ40cl■、P2は径20

cm深さ30cmを測る。Pl'P2か ら柱痕が確認され、柱痕径は20cmで ある。P3・ P4は貼床下

から検出された。径は30cm前後で、深さは30cl■ を測る。

床面は堅く平坦であった。貼床は中央にみられた。床下の掘り方は10～ 15cmを測る。

遺物は、須恵器蓋・杯、土師器杯 。甕、磨石が図示できた。 (第65・ 66図 )

本住居址は、 8世紀後半に位置づけられよう。

1層  黒褐色土 (10Y R3/2)
ローム粒子少量

2層 暗褐色土 (10Y R3/4)
ローム粒子多量

3層 暗褐色土 (10Y R3/3)
柔らかい。 (柱痕 )

4層  暗褐色土 (10Y R3/3)
黒褐色土・黄褐色上の
小ブロック多量

5層 暗褐色土 (10Y R3/3)
堅い。 (貼床 )

6層 暗褐色土 (10Y R3/4)
明黄褐色上の小ブロック
多量。 (床下埋め土 )

7層  黄褐色土 (10Y R5/8)
暗褐色上小ブロック少量。
柔らかい。

く
|

標高7132m
(1:80)   2m

第64図  H28号住居址実測図

ヽ

4ヽ

第65図  H28号住居址出土遺物実汲1図

ξi t:ial
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―――――――-1:::::::_… …………1111                                             8

第66図  H28号住居址出土遺物実汲1図

(29)H29号住居址

本住居址は、く-7グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅱ層・Ⅲ層である。

本址は他遺構と重複関係があり、H24号住居址の東壁を破壊し、H27号住居址に西壁の上部を破

壊される。また、東北隅はM3号溝状遺構の破壊を受け、南東部は調査区域外である。

平面規模は、北壁検出長4.3m。 東壁検出長0.6m。 西壁検出長2.2mを測る。確認面からの壁

高は、30cmを測る。

ピットは 2個が床下から検出された。Plは径60cm深さ40cm、 P2は径30cm深 さ40cmを浪1る 。

床面は部分的に貼床されるものの堅く平坦であった。床下の掘り方は15～ 20cmで黄褐色上が埋

められていた。

カマドは北壁の中央部に設置されていた。煙道部の粘土中には、礫 (安山岩)が埋め込まれて

おり、極赤褐色上の粘上で覆われて構築されていた。

出土遺物は、須恵器不・甕、土師器甕が図示できた。 (第68図)68-4の須恵器甕は、調査区

境、 7の上師器甕はカマド内、他は覆土から出土した。

本住居址は、 9世紀前半に位置づけられよう。

ノ
ノ

‐３
７
‐４
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土
土
土
土
土
土
上

［［赫［［̈色

黒
暗
暗
黒
明
極
橙

暗 赤 褐 色 上(5YR3/4)
極 暗 赤 褐 色土(5YR2/3)

暗 赤 褐 色 上 (5YR3/2)
黒 褐 色 土 (10Y R2/2)
にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)

焼けている
明褐色上の小ブロック少量、
カマ ド構築土
粘上、炭・焼上少量
堅い。 0占床 )
明黄褐色土ブロック多量
(床下埋め土)

第67図  H29号住居址実浪1図

第68図  H29号住居址実浪1図
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(30)H30号 住居址

本住居址は、き-16・ 17グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅲ層である。

本址の南半は調査区域外である。東北隅は攪乱されている。

平面規模は、北壁検出長2.8m。 東壁検出長1。 lm。 西壁検出長1.3mを測る。

確認面からの壁高は、20cmを測る。

カマドを中心とする主軸方位は、N-4° ―Wを示す。

ピットは、調査区境より1個が検出された。柱痕がみられ、径24cm深 さ64cmを浪1る。

床面は貼床され堅く平坦であった。床下の掘り方は 4～ 20cmで、ローム粒子・黒褐色土が混じ

る明黄褐色土が埋められていた。

ヽ
Ｏ

01

層
層
層
層
層
層
層
層
層

層

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
褐  色  土 (10Y R4/6)
暗 褐 色 土 (10Y R3/4)
暗 褐 色 土 (7 5YR3/3)
暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
にぶい赤褐色土 (5YR5/4)
黒 褐 色 上 (10Y R3/1)
黒  色  土 (10Y R2/1)
明 黄 褐 色 上 (10Y R6/6)

褐色上ブロック少量
褐色土ブロック多量
橙色土 (10Y R7/6)ブ ロック多量
粘土・焼土ブロック少量

緊と特、需
子多量

粘土
粘土粒子少量
炭・粘上ブロック少量
ローム粒子・黒色土 (10Y R2/1)が 混 じる

第69図  H30号住居址実測図
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カマドは北壁の東よりに設置されていた。火床 。

袖部とも北壁辺上より外にでている。カマド袖部の

掘り方は、方形である。東の袖部は、面取り軽石を

芯材とし、にぶい赤褐色の粘上で覆って構築されて

いた。袖部先端の小ピットには、袖石が埋め込まれ

ていたのであろう。

出土遺物は、土師器 1点が図示できたのみである。

(第70図 )

土師器甑かと思われる。覆土第 2層から出土した。

本住居址の、時期等は不明である。

第70図  H30号住居址出土遺物実測図

(31)H31号住居址

本住居址は、く。け-14・ 15グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅲ層であ

る。本址は他遺構と重複関係があり、H32号住居址の西側を破壊している。南半は調査区域外で

ある。

平面規模は、北壁3。 9m。 東壁検出長1.7m。 西壁検出長2.lmを浪1る 。

確認面からの壁高は30～ 40cmを測る。覆土は 2層に分層され、自然堆積状況をみせている。

カマドを中心とする主軸方位は、N-2° ―Wを指す。

ピットは11個検出された。Pl～ P8は壁直下から検出され、壁に沿うように配置されている。

P9～ P llは貼り床下から検出された。Pl・ P3は径40cm、 深さはPlが 40cm、 P3は深さ30

cmを測る。P2・ P4～ P8は径がJヽ さく12～ 20cmで、深さは20～ 40cmを浪1る。Plか らは、径

14cl■の柱痕が確認された。床下のP9は径60cm深 さは40cmを測り、P10。 P llは径40cm深 さ40cm

前後を測る。

床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は15～ 30cmを浪1り 、明黄褐色上の小ブロックが多量に

混じる暗褐色土が埋められていた。

カマドは北壁のやや西よりに設置されていた。煙道部が比較的よく残っている。煙道部の掘り

方は、北壁の外の地山を東西60cm南北40cm、 断面「U」 字形に20cmほ ど掘り込んでいる。そこへ

暗褐色の粘土と橙色上の小ブロックが混じる暗褐色土を用い、形状を整えている。煙道部入り口

には、芯材とした礫片がみえる。         ,

遺物は、須恵器甕、土師器不・甕、灰彩陶器が図示できた。 (第72図 )

72-2の土師器不 。1の上師器 (不または小形甕)は カマド東脇から出土した。 9の上師器甕
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は東北隅の壁際から検出された。14の土師器甕は、

の灰彩陶器は混入であろうか。

本住居址は、 8世紀後半に位置づけられよう。

く1調査区域外

第71図  H31号住居址実汲1図

カマ ド内からの出上である。 1の上師器、13

D′

標高714.2m

(1:80)    2m
G

バ ミス・ローム粒子が混 じる
パ ミス・ローム粒子・黒色土 (10Y R2/1)が 混 じる
黒色粘土ブロック
黒色粘上ブロック・ローム粒子が混 じる
焼土ブロック・粘土ブロックが混 じる
ローム粒子少量
ローム粒子少量
粘土。カマ ド構築土
橙色土小ブロック少量、カマ ド構築土
橙色土小ブロック多量
明黄褐色上の小ブロック多量 (床 下埋め土)
ローム粒子・小礫少量

標高713 8nl
(1:40)   11■

σ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

Ｅ
一

Ｆ
一

σ
一

呻】】〕】】］〕〕】】卸

１０

１０

５

５

５

‐０

１０

■

７
．
１０

１０

‐０

土
土
土
土
土
土
上
土
土
土
土
土

色
色
色
色
雅
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
赫
縮
褐
褐
褐
褐
褐
掲
褐

暗
黒
黒
暗
極
黒
暗
暗
暗
暗
暗
暗

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
Ｈ
ｌ２

。PH 9 1

-65-



y嚢華ヨ  (

て
′



(32)H32号住居址

本住居址は、き。く…15グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅲ層である。

本址は西側の大半をH31号住居址に破壊されている。南半は調査区域外である。

北壁の半分2.Omほ どが確認できただけで、平面規模 。平面形態等不明である。確認面からの

壁高は、北壁で40cmを測る。覆土は自然堆積状況を示す 2層が観察できた。床面は貼り床され、

堅く平坦であった。床下の掘り方は10～ 20cmを測り、暗褐色土が埋められていた。遺物は、土師

器甕が図示できた (第73図 )。 本住居址の時期は、 8世紀後半 (H31号住居llL)よ り先行する。

二 ――

1層  暗褐色土 (10Y R3/4)

2層 黒褐色土 (10Y R2/3)ノ
lヽ礫少量

3層 黒褐色土 (10Y R2/2)パ
ミス・ローム粒子少量

堅い。黒色土ブロック・口_ム粒子多量

4層 暗褐色土(10Y R3/4∫
貼床 )

ローム粒子多量 (床下埋め土 )

標高714.5 ni

O     (1:80)    2m

第73図  H32号住居址実測図 。出土遺物実測図

(33)H33号住居址

本住居址は、く-9。 10グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅲ層である。

本址の大半は、調査区域外にのびる。カマドから北西コーナーにかけてのみ検出できた。北壁

検出長3.2m。 西壁検出長1.3mを汲1る 。カマドの位置が中央とすれば、北壁長は5。 5mと 推定で

きる。確認面からの壁高は40cmを浪1る。覆土は 2層に分層され、自然堆積状況をみせている。

カマドを中心とする主軸方位は、N… 12° 一Eを指す。床面は、貼床され堅く平坦であった。

床下の掘り方は10cmを測り、黒色土ブロックロームブロックが多量に混じる黒褐色上が埋められ

ていた。カマドは、ほとんど原形をとどめていない。付近からの面取り軽石の出土と土層断面か

ら袖部は、礫を芯材とし黒褐色の粘土で覆い構築されていたものとみられる。

Ａ
一

だ
一
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遺物は、須恵器甕、土師器甕 (器厚の厚い)、 土師器鉢

(内面黒色処理)・ 不が少量出上している。第74図の上師

器不が図示できた。覆± 3層 より出土した。

本住居址は、 7世紀後半に位置づけられようか。

l

0          1:4        10cm

第74図  H33号住居址出土遺物実測図

り
/

く|     
卜∞

黒 褐  色 土 (10Y R3/2)ロ ームブロック少量

壇

ぶ
憎
[糧

色

i‖勲 1)]i,力1馨浴 螂 る
暗 赤 褐 色 土(5YR3/6)焼 土
極 暗 赤 色 土(5YR2/4)焼 土 (火床 )
黒 褐 色 土 (7 5YR2/2)
黒 褐 色 土 (7.5Y R3/2)
黒 褐 色 土 (7 5YR3/2)粘 土
晴 掲 色 土 (10Y R3/3)ロ ームブロック・パ ミス・黒色土

ブロックが混 じる堅い。 (貼床 )
黒 褐 色 土 (10Y R2/3)黒 色土ブロック・ロームブロック

多量に混 じる。 (床下埋め土)

標高714 2nl
(1:80)    2111

第75図  H33号住居址実波1図

(34)H34号住居址

本住居址は、え-3グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅲ・Ⅲ層である。

本llLの大半は、耕作等の影響を受けている。東南部は調査区域外にのびる。他遺構とも重複し

ており、H17・ H18号住居址に北側を破壊されている。

壁は、西壁が1.6皿確認されたにすぎない。確認面からの壁高は20cmを浪1る 。

床面は、貼床され堅く平坦であった。床下の掘り方は 4～ 20cmを測り、明黄褐色土の小ブロッ

クが多量に混じる暗褐色土が埋められていた。

ピットは4個検出された。Plは径40cm深さ20cm、 P2～ P4は床下から検出された。P2は

径60cm深 さ20cm、 P3・ P4の径は30cm前後、深さ40cmを測る。

火床がH18号住居址の床面下から検出され、カマドが北壁に設置されていたことがわかる。

遺物は、77-2の須恵器杯、 1の土師器不、 3の土師器甕、 4の刀子が図示できた。
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1～ 4と も覆土上部からの出上で、混入遺物の可能性もある。

本住居址も所産時期は、H17号住居址 (8世紀前半)よ り先行する。

ヽ
▼

標高71283m

1層  暗 褐 色 土 (10Y R3/3)
粘土ブロック・ローム粒子少量

2層
明宴1難襦じXSy劣月ヴ
ロック多量。
堅い。 (貼床)

3層  明赤褐色上 (5YR5/6)
焼土。 (火床 )

4層

響;hiξ単傑梅乱)

第76図  H34号住居址実汲1図

瘍 2

1     1

駐 〕 け 10
1     1

第77図  H34号住居址出土遺物実浪1図

(35)H35号住居址

本住居址は、き-5・ 6グ リッドから検出された。遺構の確認面は全体層序の第Ⅲ層である。

本址は他遺構と重複関係がありM3号溝状遺構に東 。北壁の一部を、Tl号特殊遺構に破壊さ

れている。北壁の西側は耕作の攪舌Lを受けている。

平面規模は、北壁4.lm。 南壁3.7m。 東壁3.7m。 西壁3.8mを測る。

平面形態は、隅丸方形を呈している。確認面からの壁高は、20～ 30cmを測る。

覆土は 2層に分層され、自然堆積状況をみせている。

カマドを中心とする主軸方位は、N-14° 一Wを指す。

ピットは 9個検出された。Pl～ P4は、主柱穴である。Plの径は20cm深 さは40cm、 P2は
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第78図  H35号住居址実測図
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柱痕が認められ、径26cmを測る。P2の貼り床下の掘り方は、径60cmで深さは40cmを浪1る 。P3

の径40cm、 深さは40cmを測る。P4は径40cm深さは30cmを渡1り 、ピット内上部からは長さ30cm厚

さ10cmの扁平な安山岩が置かれていた。東壁中央直下のP5は径20cm深 さ40cl■ を測る。P6～ P

9は床面下より検出され、P6～ P8の径は、20～ 40cmで深さは30cmを汲1る 。P9はカマドの前

方から検出され、径70cnl深 さ40cmを測る。

床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は 4～ 40cmを測り、西壁よりは他所より深めに掘られ

ている。貼り床下には、明褐色上の小ブロックが多量に混じる極暗褐色土、褐色土が埋められて

いた。

カマドは北壁のやや東よりに設置されていた。ほとんどが溝と攪舌Lに より破壊されて、東袖部

のみ残っていた。長さ30cm幅 15cmの大きな面取り軽石と長さ15cm幅 10cmの面取り軽石が、床面の

中央付近にみられた。地山を一部掘り残し袖の基部とし、さらに、面取り軽石を芯材にし、褐色

の粘上で覆い構築されていたのであろう。

遺物は、須恵器不・甕、土師器甕、鎌、刀子、台石が図示できた。 (第 79・ 80図 )

80-8。 9の須恵器不が東北コーナー床面から、79-4の須恵器不は東北壁直下の床面から、

80-10の須恵器甕は南壁中央付近の床面から、80-19。 20の鎌・刀子はP4脇の床面から、それ

ぞれ出上した。79-15～ 17の上師器甕、80-11・ 12の須恵器甕・不の破片は、カマド束の袖部か

ら検出された。80-2・ 3・ 5～ 7の須恵器不は覆土から出土し、80-10の須恵器不は、貼床下

から出土した。両面に磨り面や敲打痕がみられる80-10は P4内から出土した。

本住居址は、 9世紀前半に位置づけられよう。

第79図  H35号住居址出土遺物実測図
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第80図  H35号住居址出土遺物実汲1図
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褥 鰤蛛 硫黎薇黎靱頷

(1)Fl号 掘建柱建物址

本建物址は、お-6・ 7グ リッドから検出された。本址東側にH5号住居址があり、南東には

H6号住居址がある。P5。 P7は攪乱により
'が

破壊されている。本址の北側 。南側が調査区

域外となるため、梁問範囲が広がることも考えられる。

建物の平面形態は、桁行 3間 。梁問 1間の長方形で側柱式の柱配置をとる。

平面規模は、桁行7.5m・ 梁間3.6mを波Jり 、長軸 (桁行)の方位は、Eを指す。

柱問寸法は、桁行1.5m・ 梁間2.Omで ある。柱穴は円形を基調とし、その規模はPlの径50cm

深さ25clll、 P2の径70cm深 さ25cm、 P3の径48cm深 さ20cm、 P4の径65cm深 さ20cm、 P5の径55

cm深 さ20cm、 P6の径55cm深 さ20cm、 P7の径50cm深 さ15cmを計測する。

遺物は全く出土せず、本址の帰属時期は不明である。

Ｏ
Ｐ２

◎

Ｐ４

Q③
P3

B    l                l    B
◎
Ｐ‐

だ
一

Ａ
一

錢
α

1層  黒褐色土 (10Y R3/2)
黒色土 (10Y R2/1)の ブロック少量、
ローム粒子多量

A   l                l           l         l   A′
―

第81図  Fl号掘建柱建物址実測図

(2)F2号 掘建柱建物址

本建物址は、え-9。 10グ リッドから検出された。本址南側にH5号住居址があり、南東には

H ll号住居址がある。H8号住居址と重複し、東壁 。床の一部を破壊している。

本址は、さらに、北側へひろがるものとみられる。

建物の平面形態、および、規模などは限られた範囲等からは不明である。柱問寸法は東西3。 2
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m、 南北1.5mを 計測する。

柱穴は円形を基調とし、Pl～ P3の規

模は、径35～ 50cm、 深さは15cm前後を計浪1

する。

遺物は全く出土せず、本址の帰属時期は、

不明である。下限はH8号住居址である。

紳 船
OH
ムヽ

:魃

贅く

く
|

1層黒置墾t訂聟影秀×9ロック少量、
ローム粒子少量

第82図  F2号掘建柱建物址実測図

(3)F3号 掘建柱建物址

本建物址は、さ。し-20・ 21グ リッドから検出された。本址北側にMl号溝状遺構があり、

16号住居址がある。西側が調査区域外となる。

建物の平面形態は、桁行 3問 ・梁間 2間の長方形で側柱式の柱配置をとる。

平面規模は、桁行6.6m。 梁間5.5mを浪1り 、長軸 (桁行)の方位は、N-5° ―Wを指す。

B′

P2

旦◎ P2 0・
′

P3

三

く
|

標高713.7m

O   (1:100) 2m

「
ｙ

Ｃ

ａ

―

(⊂ 》

一

郷 l

第83図  F3号掘立柱建物址実測図・出止遺物実波1図
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柱間寸法は、桁行1.6m。 梁間2.Omで ある。柱穴は長方形を基調とし、その規模は、Plの長

辺115cm深 さ60cm、 P2の長辺90cm深 さ80cm、 P4の長辺100cm深 さ70cm、 P5の長辺120cm深 さ

120cm、 P6の長辺100cm深 さ60cm、 P7の長辺110cm深 さ75cmを計汲1する。

Pl・ P4・ P6・ P7の柱穴からは、柱痕が認められ、径30～40cmを浪1る。

遺物はP4か ら須恵器甕、土師器甕の小片が出土した。P5か らは、第83図に示した滑石製の

石製品が検出された。小型すぎるが紡錘車であろうか。

本址の帰属時期は、不明である。

褥 呻祓 法

(1)Dl号 土坑

本址は、お-6グ リッドから検出された。遺構の確認面は、全体層序の第Ⅱ層である。P31・

P32・ P39の ピットに一部を破壊されている。

東西1.3m南北1.4mを浪Jる 円形を塁する。確認面からの深さは15cmで耕作による削平をかなり

受けている。壁は、平坦な底面より緩やかに立ち上がる。覆土は 1層で、パミス 。ローム粒子が

混じる黒褐色土が堆積していた。

底面直上から第84図に示した弥生時代後期の甕が出

上した。底面の直上から横位の状態で回辺部を南東に

向け、胴部が割れた状態で検出された。

層パ雪視争吉豊躙 夕しック状に含む
標高713.7m

0      1:6    1.5 nl

第84図  Dl号土坑実測図・出土遺物実測図
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鼈咆鼈 輻飩之蝙

(1)Tl号 特殊遺構

本址は、か 。き-4・ 5グ リッドから検出された。H35号住居址北西隅、M3号溝状遺構の一

部を破壊する。

平面形態は、長径7.Om・ 短径5.5mを浪1る楕円形を呈する。確認面からの壁高は、0.7m～ 1.0

mで、底面より緩やかに立ち上がる。

断面形状は皿状を呈し、底面の中央でもっとも深くなる。 北壁と東壁には、テラス状の平坦

面がある。

覆土は 5層に分層され、全体に人為的堆積状況といえる。特に第 3層の褐色土は、明黄褐色の

ローム粒子・ロームブロックが混じり顕著なものである。

遺物は、須恵器不・甕、土師器杯 。甕が出土したが、いずれも小片で図示できなかった。
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第85図  Tl号特殊遺構実測図
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鼈靡躙 鱚饂黎嘔

(1) Ml号 溝状遺構

本址は、く。け-19・ 20グ リッドから検出された。

遺構は、東西の調査区域外にのびている。

H15号 。H16号住居址を破壊し、壁面の一部は、携

乱に破壊を受けている。

規模は幅 lm前後、最深部0。 75mを測り、底面幅0.5

m前後を計汲1する。

断面形状は「U」 字形を呈し、両壁上部にテラスが

みられる。

遺物は、第86図の 2の須恵器瓶の底部、 1の布目瓦

片が図示できた。

本址の所産時期は、不明である。

標高714 4 nl
(1:80)    2:ヽ ,

第86図  Ml号溝状遺構出土遺物実沢1図
1層  暗褐 色土 (10Y R3/4)褐 色上の小ブロック少量
2層  黒褐 色土 (10Y R2/2)
3層  黒褐 色上(10Y R3/1)ロ ーム粒子少量
4層  黒褐 色 土(10Y R3/2)ロ ーム粒子・ローム

ブロックが混じる

第87図 Ml号溝状遺構実波1図
(2) M2号 。3号溝状遺構

M2号 。3号溝状遺構は、調査区の西部から検出さ

れた。M2号溝状遺構はH20号・H23号住居址を破壊

し、M3号溝状遺構はH24号 。H28号・H29号・H35号住居址を破壊し、Tl号特殊遺構に一部

を破壊される。両溝状遺構は、お-3グ リッドで交差する。交差部分の上層を精査したが明確な

新旧関係は、認められなかった。M2号溝状遺構は幅1.5～ 2.5m、 最深部1.6mを測る。覆土第

3層の下部にレンズ状に堆積した砂層がみられ、水の流れがあったことを示している。M3号溝

状遺構は幅0.7～ 0。 8m、 最深部0.7mを汲1る 。

M2号満状遺構は南方へ向けてのびているが、その先60mには方向 。規模を同一にする若宮遺

鶉  『



I層      耕作土
1層 暗褐色土 (10Y R3/4)
褐色土のブロック少量
2層 暗褐色土 (10Y R3/4)
褐色上のブロック多量
3層 褐 色 土 (10Y R4/4)
褐色上のブロック多量。

参ιず,歩量Fむ。堅い
4層 褐 色 土 (10Y R4/4)
5層 褐 色 土 (10Y R4/6)
にぶい黄橙色土
(10Y R7/4)の 小ブロック
少量。堅い。
6層 褐 色 土 (10Y R4/6)
にぶい黄橙色土
(10Y R7/4)の 小ブロック)
多量。非常に堅い。
7層 褐 色 土 (10Y R6/6)
にぶい黄橙色土
(10Y R7/4)多 量。
堅い。

C

ml

標高7138m
(1:60)

第88図  M2号 ・M3号溝状遺構実測図

だ
一

０

、―

上
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跡 Iで検出されたMl号溝状遺構がある。両遺構が連続する同一の溝状遺構とみるのが妥当であ

ろう。遺物は、須恵器不、土師器高不 。甕が図示できた。 (第 89図)H28号住居址・H35号住居

址と重複する位置からの出土が多い。若宮遺跡 Iの Ml号溝状遺構からは、中世の瓦器が出土し

ており、両溝状遺構の廃絶時期も中世に求められよう。

9

第89図  M2・ 3号溝状遺構出土遺物実測図

鼈 瘍鼈 瑕ット;誦

本遺跡から検出されたピットの総数は ,90イ固である。調査全体図 (第 1図 )でもわかるように

限られた範囲であり、これらのピットは、いくつかの掘建柱建物址を構成 していたとも考えられ

る。

各ピットの大半は円形を呈 し、そのほとんどが径20cm深 さ10～ 20cm前後である。P45。 P76は

径60cm前後を浪1る 。

P63。 P66。 P68,P76・ P80の各ピットからは、須恵器甕、土師器甕の小片が出土 している。

P64か らは、須恵器杯の口辺部片が検出された。
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鼈写蛛 グ瘍ッド鰺馘洟蝙靱
遺構確認時において須恵器蓋・不、土師器杯 。鉢・甕、土師器把手付壷 (ミ ニチュア)、 臼玉、

銭貨が出上した。(第 91・ 92図 )

グリッドう-6か ら出土した内面黒色処理の上師器外には、「大井」と刻書されている。判読

できないが、グリッドか-3か らも墨書された土師器不 (92-18・ 19)が出土している。92-32

の臼玉はグリッドえ-17か ら、92-32の ミニチュア壺の把手は、グリッドか-3か ら出土した。

92-33の北宋銭元豊通宝 (初鋳年 1078年元豊元年)は、グリッドけ-3か ら出上した。

グリッド・表採遺物実汲1図
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③舛
第92区| グリッド・表採遺物実浪1図
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図
版
二

H10号住居址付近近景 (北方より)
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図
版
四

1.Hl号 住居力L遺物出土状況 (南方より)

2.Hl号 住居ll「 カマ ド (南方より) 3.Hl号 住居址カマ ド掘り方 (南方より)
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図
版
六

H3号住居jll:カ マ ド (南方より)
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図
版
七
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2.H4号 住居址カマ ド (南方より)
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3.H4号 |卜居力I:遺物出土状,兄 (西 ブ∫より)



図
版
八
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